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体育の多種目的カ リキ ュ ラ ム に おける有効性
久 湊 尚 子 , 尾 崎 秀 男
(内田)
( 平成7年11月2日受理)
要 旨
本稿は , ス ポ ー ツ 文化 の 価値観が変化 し つ つ ある中, 体育 で の 肯定的運動観の 習得を 目指 した多種
目型カ リキ ュ ラ ム の有効性と そ の 要因を探る こ とを目的と して い る ｡ 調査は, 短期大学生を対象 に ,
自由記述方式とそ の結果 に基づ く質問耗方式の 2 回行われた ｡ そ の結莱, 受講後に は運 動観 に肯定的
な変化がみ られ , 挑戦や体験の 大切さ - の 気 づ き,
変化 の 要因に な っ て い る こ とが 明 らか に な っ た ｡
キ ー ワ - ド
短大体育, 多種目型カ リ キ ュ ラ ム , 肯定的運動観
1 は じめに
現代はス ポ ー ツ の あり方が変わりつ つ あり .
｢ 競争原理｣ を中心と して 発展 して き た近代
ス ポ ー ツ は 技術の 高度化や過剰 な ト レ ー ニ ン
グ, さ らに は ド ー ピ ン グにも代表され る身体
へ の 悪影響 な ど多く問題 点を発生 させ , 今や
そ れか らの 脱却 へ の 願 い を込めて , -iF齢 ･ 性
差を配慮 し参加者全員 で 楽 しめ る ｢ 共生 原
理｣1) へ と価値観の 転換 が はか られ 始め て い
る ｡ こ の 様 な背景から学校教育の 中 にお い て
も多様化の 肯定と実験的実践の 必要性 に 迫ら
れ て い る ｡
すで に ア メ リ カ で は カ リキ ュ ラ ム の 中に多
岐に わた る種目が設定さ]1実践さ れて い る ｡
そ の根拠と して , 技能や態度の 訓練を目的と
するの で はなく , 遊 びを含む単純 な活動で 構
成される べ きで ある こ と , また , 多様 な経験
総合基礎 グル ー プ
自己 決定 へ の 自覚 , 期待感 , 承認 の 横会の 4 つ が
や 実験 に挑戟す る機会 を保障し , そ の 活動を
通 して 共同的な関係を形成する教育を追求 し
て い くべ きで ある こ と の 観点 に よ る ｡2) さ ら
に生涯に わた り行 えると いう視点も含めチ ー
ム ス ポ ー ツか ら レク リ エ ー シ ョ ン ス ポ ー ツ ヘ
内容 は変化して きて い る ｡
-一 方 , 日本で も ｢健康｣ を意識した
" 生涯
ス ポ ー ツ " と いう言葉が盛ん に 使われ運動に
関心を持 つ ように な っ た ｡ しか し
" 健康で は
い た い けれ ども , 気軽 に しかも楽しく ない と
なかなか続け て い けな い = と いうの が実状で
ある ｡ 認知心理学 で の 内発的な楽しさの 動横
づ けは ｢ 自己決定｣ と ｢手指巨さ｣ の 認知で あ
る と言われる .{
'
i) も し こ れ が 阻止さ れ る と不
快な感情に 結び つ き苦手意識が生 まれ る ｡
先行調査4) に よ ると , 本学の 学生 は全体 的
に生 活全般で 活動性の低 い タイ プが多く, ス
ポ ー ツ活動 をして い る割合も33.70/o と低 い ｡
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さ らに 運動に 対し苦手意識を持 つ 学生に 理由
を尋ねる と今まで の 体育が ｢つ ら い｣ ｢上 手
下手を試され る｣｢強制的に させ られ る｣ 等
の 否定的な答が返 っ て くる ｡ その ため本学で
は シ ー デ ン ト ッ プ5) の 指摘する
"体育指導の
中心的努力 は , 運動を
一 層好きに させ , 頻繁
に参加した い と思 わせ る こ とで ある
" との 原
点に 戻り, 今ま で の授業形態と は異 な っ た新
し い 形で の 実践 を通 して体育の イ メ ー ジを改
善させ , 肯定的運動観の 習得を目指すこ とが
切実で あっ た ｡ 様 々 な種目を取り入れ幅広い
活動を提供する本学の 多種 目型カ リ キ ュ ラ ム
は , それ らに対 し有効で あるとの仮説を立て ,
9年間改良を重 ねなが ら実施 して きた内容 で
ある ｡
そ こで 本研究の 目的は , 短期大学の 体育の
授業で多種目型カ リ キ ュ ラ ム を行う こ と は ,
肯定的運動観の 習得に 有効で ある か , ま たそ
れ は どの よう な要因に よ っ て なされ て い る の
か を明らかに する こ とで ある ｡
2 研究方法
2.1 授業内容及び特色
本学 の授業は , 生 涯親しん で い ける自分の
気に 入 っ た運動 を見つ けられ るよう , 出来る
だけ幅広 い 活動 を提供 し様 々 な運動の 要素 に
触れて みる こ とを目的と して い る ｡ その ため,
基本的に は年間を通 じ毎時間異な っ た種目を
行 っ て い る ｡ また , そ の 中で 毎年学生 の 希望
を取り入れ た数種類 の重点運動課題を設定し,
それ に つ い て は3 - 4 回読けて 行 い 基本を習
得で きる よう に な っ て い る ｡ ( 表1 ･ 2 , 図3
- 6 ･ 9 ･10)
2.2 多種目型カ リキ ュ ラム を支 える 工夫
毎回種目が異な っ て も授業に 一 貫性を持た
せ る ため に以下 の よう な工 夫がさ れて い る ｡
< グル ー プ制 >
1ク ラ ス は6 グル ー プ に編成さ れて い る .
6色の ゼ ッ ケ ン に よ っ て 簡単 に見分けや すく
して あり , ゼ ッ ケ ン 番号 で は専攻がわ かるよ
う にな っ て い る ｡
毎回同 じメ ン バ ー で 活動する の で ゲ ー ム 構
成や協力体制が取りやすい ｡ ゲ ー ム は , グル
ー
プ で の 対抗戟 になる ｡ ( 図1)
図1 グル ー プ ご と で の 役割や 作戦の話し合 い
< 記録用紙を活用 >
毎時間それ ぞれ の 種目 に適 した記録用 紙に
組 み 合わせ や得点結果 , 活動状況等を記入す
る ｡ これ に よ り前回まで の 結果やゲ ー ム 状況
をフ ィ ー ドバ ッ ク で きる ｡ (図2)
回 2 ゲ ー ム 中もグ ル ー プ の動きを観察し , 記録
< 通勤中に 音楽を使用 >
｢音楽をか けて い る 間は運動を自由に続け,
止めた時 に は教官や当番か らの 連絡が ある｣
と い う約束を して あり , 笛や号令 を使わずに
進行 で きる ｡ ま た , 音楽を BG M 的 に使用 す
る こ とで よ り積極的 に運動 に取り組める ｡
体育 の 多種 目的型 かノ キ ュ ラ ム に お け る有効性
特 徴
グル ー プ ご と の 簡単なオリ エ
ス タ ー
, 竹馬, ロ ー ラ ー ス ケ -
運 動 ｡ 全 て に挑戟｡
盤, や り)0
着 し各自ス タ ー ト ( 他人と の
ラ フ を分析 し レポ - 卜する｡
練習を工夫｡
う｡ 専 門講師に指導受ける ｡
ニ コ ー ス を設置 ｡ グル ー プ ご
, 治す整体法｡
れ に向け て 練習 ｡
局, 平行棒 , ト ラ ン ポリ ン ｡
ロ ー フ ｡
内版｡ ウ レ タ ン 製 の ボ ー ル な
増やすため に 壁 も コ ー ト に含
の シ ャ ト ル に 似た大きな羽を
バ レ ー ボ ー ル と はほ ぼ同じ で
ごと の 対抗戟を企画 し, ゲ -
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表 1 平成六年度授業内容
過 授 業 種 目 内 容 と
前
期
1 オリエ ン テ ー シ ョ ン ･ 一 年間 の 概要説明○
2
自然散策オリ エ ンテ - ･ 大 学近隣の 山, 二 上 山を散策o
リ ン グ ン テ - リ ン グo
3 - 4 バ ラ ン ス 運動
･ ス ケ ー トボ ー ド, ジ ェ ッ ト コ -
ト , 一 輪車等 , バ ラ ン スをと る
5 バ ラ ン ス 運 動 . 陸上 ･ 陸上 は投て き種目 (砲丸, 円
6 持久走
･ ス ト ッ プ ウ オ ッ チ付心 拍計を裳
競争は しな い)○ 自分 の 心拍 グう
7 テニ ス ･ 長 く ス ト ロ ー ク を続け るため の
8 - 10 ゴ ル フ ･ 大学近隣の ゴ ル フ練習場に て 行
ll
夕 - ケナッ ト . バ ー ド . ･ 大学内の 芝生 地に 9 ホ ー ル の ミ
ゴ ル フ と に ラ ウ ン ドする○
12 保健講義 ･ ｢生 と性｣, ｢エ イ ズ｣ に関する
13 バ レ ー ボ ー ル ･ グ ル ー プ ご と に リ ー グ戟を行う
14 整体実習 ･ 自分 の か らだ の 歪み に気 づ かせ
15 水泳 ･ 健康水中運動 ○
後
期
1 - 2 テ ニ ス . バ ラ ン ス 運動 ･ そ れ ぞれ自分の課題を決め , そ
3 器械体操 . 新体操
･ 器械体操は平均台, つ り輪 , 鞍
新体操はリ ボ ン , 輪, ボ ー ル ,
4 サッ カ ー ･ グ ル ー プ ごと に リ ー グ戦 を行う
5 テ ニ ス ･ い か に 長くス ト ロ ー ク が続くか
6 ピロ ボ ロ
ニ ュ ー ス ポ ー ツ で ホ ッ ケ ー の 屋
どで 当た つ て も安全○ 活動量を
める特別ル ー ル を採用 o
7 イン デ ィ ア カ
ニ ュ ー ス ポ ー ツ で バ ドミ ン ト ン
手 の ひら で 打ち合う o ル ー ル は
わかりやす い o
8 バ レ ー ボ ー ル ･ グ ル ー プ ご と に T) - グ戟を行う
9 - ll バ ド ミ ン ト ン . 卓球 ･ 2種目 の総合リ ー グ戦を行う o
12- 15 バ ス ケ ッ トボ ー ル
･
一 年 間 の 集大成とし て グ ル ー プ
ム の 運営を行うo
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表2 平成七年度授業内容
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過 授 業 種 目 内 容 と 特 徴
前
期
1 オリエ ン テ ー シ ョ ン ･
一 年 間の 概要説明o
2
自然散策オ1)エ ンテ - ･ 大学近隣の 山, 二 上 山を散策 o グ ル
ー プ ご と の簡単 なオリ エ
リ ン グ ン テ
- リ ン グ ○
3 - 4 バ ラ ン ス 運動
･ ス ケ ー ト ボ ー ド, ジ ェ ッ ト コ
ー ス タ ー , 竹馬, ロ ー ラ ー ス ケ -
ト , 一 輪車等 , バ ラ ン スをとる運動 o 全て に挑戦.
5 ソ フ トボ ー ル ･ 春季 ソ フ トボ ー ル 大会 に 向けて 対抗戦に て 練習o
6 体操 . 新体操
･ 器械体操は平均台 , つ り輪 , 鞍馬 , 平行棒 , ト ラ ン ポリ ン ○
新体操は T) ボン , 蘇, ボ ー ル , ロ ー プo
7 - 9 ゴ ル フ ･ 大学近隣o)ゴ ル フ 練習場に て 行う.○ 専門講師に指導受ける o
10 保健講義 ･ ｢母性｣に 関する講義 ○
ll 体力テ ス ト ･ 自分 の 体力を客観的に 考察し , ト レ ー ニ ン グ課題 を設定○
12
13
保健講義 ･ ｢生 と性｣, ｢エ イ ズ｣ に関する講義 o
イ ン デ ィ ア カ
ニ ュ ー ス ポ ー ツ で バ ド ミ ン ト ン の シ ャ ト ル に似た大きな羽を
手の ひら で打ち合う ○ ル ー ル は バ レ ー ボ
ー ル と ほ ぼ 同 じ で わ
かりやす い o
14
15
タ ー ゲ ッ ト . バ ー ド . ･ 大 学内 に 芝生地に 9 ホー ル の ミ ニ コ ー ス を設置 o グ ル ー プ ご
ゴ ル フ と に ラ ウ ン ドする o
ダ ンス . ム ー ブメ ン ト ･ リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン や , 動きながらか らだと対話する o
図3 ピロ ボロ(様々な ニ ュ ー スポ ー ツを取り入れてい る) 図4 インディ アカ(各地の文化に根ざしたスポ
ー ツも体#)
図5 ゴ ル フ (練習場に て 基本を習得) 図6 タ
- ㌢ バ ･ バ ー ド ･ ゴルフ(学内の芝生を利用してラウンド)
体育 の 多種目的型 カ リ キ ュ ラ ム に お け る有効性
< 進行役の 当番制>
あら か じめ授業の 流れを教官と打ち合わせ
し , 授業の 中で は学生が主体となり進行役を
つ とめ る ｡ 時間配分やゲ ー ム の セ ッ ト数な ど
学生同士で 調節 しなが ら行う ｡
< 黒板を効果的に使用>
黒板に はあらか じめ当番が グル ー プと同じ
色の マ グネ ッ トを利用 して 対戟表を作り , そ
れ ぞれ の勝敗や点数な どをすぐわ かるよう に
書き込ん で い く ｡ どこまで 書き込まれ て い る
か に よ っ て ゲ ー ム の進行状況もひ とめ で わか
る よう に な っ て い る ｡ (図 7)
図 7 黒板に は進行状況や勝敗を分かりやすく記入
2.3 調査方法
調査は , カ リ キ ュ ラ ム の 有効性 の把握と主
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の 授業感想を記録させ , それ を踏まえて の
履修後の 自由記述感想を KJ 法で 分析し認
識の 特徴を捉えた ｡
今回KJ法を採用 した理由は , こ の 方法
が素材の 訴えて くるもの に素直に耳を傾け,
異質の デ ー タを統合する こ とに 重点をお い
て お り, 数量の 多い もの だけを取り上 げて
そ れを代表意見とする の で はなく , 全て の
意見を考察の 対象と できる方法で あるため ,
要因を探 る手だ て と して 最も適して い る と
考えたか らで ある ｡
6)7)
表3 調査1の 回収状況 (人)
≧科 回収 % 男子
u
:女子
l
⊂
∫
a
EL
コ
-- ス
41 100 0
39
32
100
100
-- ス 15 100 0
計 127 100 1
産業情報学
経 営 実
情 報 処
ビジネ ス 外語
英 米 コ
中 国 コ
2.3.2 調査 2
(a) 対 象 高岡短期大学
1年生 202名
(b) 授業期 間 平成7年 4月 - 9月
(c) 調査期 間 平成7年10月16日 - 18 日
(d) 有効標本数 189名 ( 回収率 93.6 %)
な認識の特徴を探 るため に , 自由記述方式と
そ の 検証と して の 質問紙法の 2 回行 っ た ｡ (e)
2.3.1 調査 1
(a) 対 象 高岡短期大学産業情報学科
1年生 127名
(b) 授業期間 平成6年4月 - 平成 7年2月
(c) 調査期間 平成7年2月 9 日 - 15日
(d) 有効標本数 1 27名 (回収率 100%)
( 表3)
(e) 方 法
多種目 カ リキ ュ ラム の 中 で どの よう な こ
とを認識 し習得 したか をみ る ため に 毎時間
( 表4)
方 法
調査 1 を踏まえ , 認識の 特徴と して 挙げ
られ た数種類の 要因が全体の もの と して の
意見の 集約に な っ て い るかを検証するため ,
｢と て もそう思う｣ か ら ｢ 全く思わ な い｣
まで 5段階に て 評価する質問用紙を作成 し
た ｡ 評価 は 5点から 1点に 換算し , そ れぞ
れ平均点を算出した ｡ 受講前後の 変容に つ
い て は T検定を行 っ た ｡ 質問用紙は授業中
に 配布 し, その 場で 回収 した ｡
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表4 調査2の 回収状況 (人)
学科 ( 専攻) 回収 % 男子
産 業 工 芸 68 90.1 9
金 属 工 芸 19 90.5 2
漆 工 芸 12 80.0
木 材 工 芸 12 80.0
産業デザ イ ン 25 100 1
産 業 情 報 121 96.0 4
経 営 実 務 39 97.5 1
情 報 処 理
ビジネス 外語
英 米 コ ー ス
36
30
90,0
100
中 国 コ ー ス 16 100 1
合 計 189 93,6 13
3 結果と考察
3.1 受講後 の認識の特徴
調査 1 に て数種類の 認識内容を捉え , 調査
2 に てそれを検証 した ｡ そ の 結果 , 平均点が
3点以 上 に な っ たもの を特徴 と判断し以下 に
示 した ｡ また , これ らは大きく 4 つ の 要因に
まとめる こ と が出来た ｡ (( ) 内は平均 点を
示す)(図8)
(a) 『挑戟や体験』 の 大切さ - の 気づ き
毎回新し い 種目を体験す る 時に は , ｢そ れ
ま で の 運動能力の 差を さほ ど気 にする こ と な
く｣ (3.6), ｢よ し! や っ て み ようと い う 新鮮
な気持ち｣(4.5) を持ち , そ こ から得 られ る
｢新しい 発見やも っ とや りた い と い う次 へ の
意欲｣ (3.7) が生まれ る こ とか ら様々 なも の
に ｢ 挑戦する こと や 体験 して み る こ と が大切
だ｣ (4.5) と気 づ い て い る ｡
(b) 自己決定- の 『自覚』
様 々 な運動要素 - の 取り組み は , ｢ 伸び伸
びと活動する｣(3.9) こ と で , ｢ 自分 自身の
目標 を - か ら作り出し｣ (3.3), 苦手意識 を
持 っ て い た 人も自分に 合 っ た楽 しさ を見つ け
出しや すくな っ て い た ｡ そ して , や らされ る
と い っ た ｢命令か ら自分の 意志で 動くこ と｣
(3.6) - 認識が変化 し た り, ｢体力 に 合 っ た
運動を自分の ペ ー ス で 行う｣(3.5) と い っ た
ような自分の や る こ とを自分で 決め る自覚が
生まれて い る ｡
(c) 次回 の 『期待感』
挑戟や体験に よ っ て新しい発見やも っ とや っ
て み た い と い う意欲を見 い だ し , それ が ｢興
味｣(3.7) や次は何だ ろうと いう ｢ 期待 感｣
(3.8) に つ なが っ て い る ｡
(d) 多くの種 目を通 して の 『承認』 の 機会
苦手意識があ っ て も ｢多くの種 目の 中に は
得意な分野もありそ の種 目を行う際に は活躍
する場が生 まれる｣(3.6)｡ こ れ が 周りか ら
有能さを認められ る承認の機会となり, グル ー
プで ｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン｣(4.0) を深め る
中で メ ン バ ー 同士 ｢得意不得意を補 い 合 い な
が ら楽しむ｣ (3.4) 雰囲気も出来上 が る ｡
図 9 整体( 自分の体の歪みに気づき治す方法を学ぶ)
図10 エ ア ロ バ イク ( 自分の体力を知る)
体育の多種目的型 か ノキ ュ ラ ム に お け る有効性
囲 8 受講後の 認識 の 構造
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3.2 受講前後 の意識の 変容
3.2.1 体育に つ い て
体育 に つ い て の 好 き嫌 い は , 2.8 か ら3.6
(p <o.oo1) - と肯定的に変化して い た ｡ (図
ll) 理由を見て み る と , 上述 の認識に よ っ て
･
今まで の体育と違う
" と いう印象を強く持 っ
て お り ,
"
個性的で 体だ けで なく心も活発 に
なる " と の 意見もあ っ た ｡
3.2.2 運動に つ い て
運動 に親 しみ 長く続 けて い くため に は , 運
動を快 い と感 じる こと が大切 で ある ｡ ｢ 体を
動かす楽 しさ を知 っ た｣ の 平均値は3.9, ｢ 運
動を自分か らやりた い の 思うよう にな っ た｣
は3.7, ｢こ れか らも続 けた い｣ は4.0 とい う
い づれも高 い 値を示した ｡ 総合的な運動の 好
き嫌 い も3.3 か ら3.8 - と変化 し, よ り肯定的
な運動観を持 つ よう に な っ て い る ｡
3.3 多種目カリ キ ュ ラム での 問題点
多種目 かノキ ュ ラ ム を行う上 で は , 意見と
して い く つ か の不満や改善させ た い 問題 点が
ある ｡
(図1 2)｢やり方がわか り か けて き た 頃終 わ
りになる ｡｣ こ と が 一 番多く , 5 50/. の 学生 が
あげて い た ｡ 次 い で , ｢ 一 つ の 種 目 に か ける
･ や り方が 分か り か け て きた 頃 に終 わ りに な る
･
一 種 目 にか け る時間が少 な い
･ 技術 が 向上 し な い
･ 中途 半端に な る
･ う まく出来 なく て やり が い が な い
･ い い 加減 に な る
･ グ ル ー プ の 協 力が 良くな い
･ 引け 目 を感 じ る
･ 苦手 な種 目 ば か り 集ま っ て い る
･ も っ と ハ ー ド なもの が や り た い
評
点
図11 体育 ･ 運動に対する好き嫌 い の 変化
時間が少 なすぎる ｡｣ に は25.9% , ｢ 技術が 向
上 しな い ｡｣ は21.2 %, ｢ 中途半端 に なる ｡｣
は15.9 %で あ っ た ｡ こ れ らは多くの 種 目を行
うため に は必 ずつ きま とう問題で あり , 現在
の改善策と して は , 気 に入 っ た ス ポ ー ツ に対
して 授業以外 に 自分達で 楽 しむ時間をなる べ
く作るよう促 し , 用具 , 場所を自由に使える
よう環境を整える努力 をして い る ｡ しか し ,
まだ それ だけで は十分と は言 えず, 改善策の
工 夫が急務で ある と思 われる ｡
そ の 他に も , ｢うまく出来 なくて や りが い
が な い ｡｣ は8.50/. , ｢い い 加減 に なる ｡｣ は7.9
% , ｢ 引け目を感じる ｡｣ も7.9 %, ｢苦手 な種
目 ばかり集ま っ て い る ｡｣ も同じく7.9% 等 の
意見がみ ら れた ｡ これ らは , 授業の 目的の
一
つ す なわち
"
い ろ い ろな運動要素を体験 し ,
自分なりの 楽 しみ を見 つ ける
" こ とを教官側
o.o % J 0.0 % ?iL).0 % 3 O,
L7o 4()_0 % 5 0_0 % 6 0.0 %
図12 多種目カ リキ ュ ラ ム で の 問題点
体育の 多種 目的型カ リ キ ュ ラム にお け る有効性
が十分 に理解させ て い ない ことや その具体的
方法が わ から な い結果で あると思 われ , こ れ
らの 意見を安心して 解消できる ため の 時間を
も っ とと る べ きと考える ｡
4 まとめ
多種目型 カ リキ ュ ラ ム を通 して 得られ た認
識は , 『挑戟や体験』 の 大切さ に 気 づ き , 自
己決定 - の 『自覚』 が生まれ , 毎時間の 『期
待感』 が み ら れる こ と , また多くの 種目を グ
ル ー プ で 行う中で 『承認』 の 機会を得 る場と
なる こと で あ っ た ｡
こ れら が全体と して ｢今まで の 体育と は違
う｣ と い う認識と なりイ メ ー ジを変化させ て
い る と い える ｡ そ して ｢体を動かす楽 しさを
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知 っ た｣｢運動を自分か らや りた い の 思う よ
う に な っ た｣｢こ れか らも続 け た い｣ と い う
快の感情を伴う肯定的運動観に つ なが っ て いる｡
数多くの 種 目を行うと技能習得に はあまり
時間が割けな い と い う短所を伴う ｡ それ で も
なお これまで の 体育授業か ら 一 転した こ の 様
な ｢体育｣ の 存在は , 運動の苦手意識や体育
の イ メ ー ジを改善させ , 生涯に わたる肯定的
な運動観を築き上 げるため の 一 助に なるもの
と考える ｡
今後 , さら に効果的な カ リキ ュ ラ ム にす る
ため の種 目選びや , その 順序に つ い て も重要
な課題 である との 認識をし , 検討を進めて い
きた い と考えて い る ｡
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A B S T R A C T
l
｢
he pu rpose ofthis paper is to exa min e the erre ctivene s s or o ur physic al edu c ation
cu r riculu m as w ellas relev a nt v a riable s. The s u r v eys were c ollected twic efro m c ollege
students, a s w ellas a n ecdotal r e cords a nd che cklists . The following be c am e cle a r.
A fter phys ic al educ ation class e s, students perc eptlOnS Of ex e rcis e s cha nged fr o m n ega-
tive to po sitiv e, W e dis c o v e r ed 4pertinent fa ctors: 1) students
'
willingn es s to challen ge
and experience the m selv es;2) stude nts
'
willingn es sto take the initiative and m ake de-
cision s by the m s elves; 3) stude nts
'
e xpe ctatio ns of w hat they w anted to achieve in phys-
ic al edu c ation clas s; a nd 4) stude nts
'
r e c ognition of t heir o w n a c c om plishm e nts a nd
tho se of fe】】o w stude nts .
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